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１８
日
に
公
示
さ
れ
た
総
選

挙
に
あ
た
り
、
県
本
部
は
次

の
見
解
を
出
し
ま
し
た
。

総
選
挙
は
、
永
年
続
い
た

ア
メ
リ
カ
追
随
と
大
企
業
中

心
の
自
民
党
政
治
を
変
え
た

い
と
い
う
国
民
の
願
い
が
実

現
す
る
歴
史
的
選
挙
で
す
。

自
民
党
が
発
表
し
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
は
、国
民
を「
格

差
と
貧
困
」
に
追
い
こ
ん
だ

な
ん
の
反
省
も
な
く
、
く
ら

し
の
安
心
を
根
底
か
ら
破
壊

す
る
「
消
費
税
の
増
税
」
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
１０
年
間
で
家
計
の
手
取
り

を
１
０
０
万
円
増
や
す
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
自
公
政
権

の
１０
年
間
で
７０
万
円
の
減
収

へ
の
反
省
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
公
政
権
へ
の
批
判
と
怒
り

は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま

す
。「

二
大
政
党
制
」
論
の
展

開
し
て
い
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
多
く
は
、
総
選
挙
後
は
民

主
党
を
中
心
と
し
た
勢
力
が

政
権
を
担
う
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
労
働
者
派
遣
法
の
改

正
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
撤
廃
、
生
活
保
護
母
子
加

算
の
復
活
な
ど
、
私
た
ち
の

要
求
と
部
分
的
に
は
一
致
す

る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
は
、
日
本
の
将
来
像
が

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
鳩
山
党
首
は
「
憲

法
９
条
２
項
を
削
除
し
て
自

衛
軍
を
持
つ
」
と
公
言
し
、

社
会
保
障
を
理
由
に
「
消
費

税
増
税
」
を
進
め
、
公
務
員

の
人
件
費
２０
％
削
減
を
掲
げ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
政
策
は

自
民
党
と
な
ん
ら
変
わ
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
民

主
党
の
姿
勢
に
不
安
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん

こ
の
総
選
挙
は
、
憲
法
を

く
ら
し
と
職
場
に
生
か
し
、

地
域
と
日
本
を
大
き
く
変
え

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

２１
世
紀
の
未
来
を
切
り
開
く

意
義
あ
る
総
選
挙
を
、
家
族

や
友
人
・
知
人
に
も
積
極
的

に
働
き
か
け
、
み
な
さ
ん
の

投
票
で
、
安
心
し
て
働
き
く

ら
せ
る
新
し
い
日
本
を
つ
く

る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

地
域
と
日
本
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

消費税問題も大きな課題です

「総選挙で、労働者・国民のくらしを守る政治転換を実現させよう」と、
人勧期要求実現にむけとりくまれたデモ。秋闘の前進にむけ、さらに共
同のとりくみを強めよう投投

票票
へ
行行
こ
う

主主
なな
問問
題題
点点

��
１１１１
年年
間間
でで
平平
均均
給給
与与
がが

６６１１
・・
５５
万万
円円
引引
きき
下下
げげ

１
９
９
８
年
か
ら
１１
年
間
で

平
均
給
与
が
６１
・
５
万
円
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
給
与
構
造

改
革
に
よ
る
抑
制
な
ど
を
含
め

れ
ば
、
さ
ら
に
大
幅
な
賃
金
削

減
に
な
り
ま
す
。

０９
春
闘
の
結
果
「
国
民
春
闘

共
闘
１
・
８１
％
」「
連
合
１
・

６７
％
」「
日
本
経
団
連
１
・
８１

％（
大
手
）１
・
３８
％（
中
小
）」

の
引
き
上
げ
か
ら
見
て
も
、
基

本
給
引
き
下
げ
は
意
図
的
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

��
自自
宅宅
にに
係係
るる
住住
居居
手手
当当

のの
廃廃
止止
がが
地地
方方
にに
もも
影影

響響
？？

人
事
院
は
「
民
間
で
は
住
居

手
当
と
い
う
よ
り
家
族
手
当
的

な
性
格
で
支
給
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
地
方
自
治
体
で
も
民

間
に
準
拠
し
て
支
給
し
て
い
る

は
ず
な
の
で
、
国
が
廃
止
し
た

か
ら
同
じ
よ
う
に
廃
止
す
る
と

は
言
え
な
い
の
で
は
」
と
説
明

し
て
い
ま
す
が
、
国
基
準
の
押

し
つ
け
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

��
超超
過過
勤勤
務務
のの
縮縮
減減
にに
つつ

なな
がが
るる
？？

長
時
間
労
働
を
抑
制
す
る
観

点
か
ら
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
的
に
支

給
割
合
を
引
き
上
げ
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
ふ
え
つ
づ
け
る
超

過
勤
務
は
業
務
の
多
様
化
と
人

員
不
足
に
よ
る
一
人
あ
た
り
の

業
務
量
の
増
加
が
要
因
で
あ

り
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
を
解

消
す
る
こ
と
こ
そ
重
要
で
す
。

��
非非
常常
勤勤
職職
員員
のの
休休
暇暇
及及

びび
健健
康康
診診
断断
でで
はは
改改
善善

忌
引
休
暇
等
の
対
象
と
な
る

職
員
や
一
般
定
期
健
康
診
断
の

対
象
者
を
「
正
規
職
員
の
勤
務

時
間
２
分
の
１
以
上
か
つ
６
月

以
上
の
勤
務
者
」
に
も
付
与
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

００９９人人事事院院勧勧告告のの内内容容

◎官民較差 マイナス０．２２％
（▲８６３円）

◎給料表・平均０．２％引き下げ
（若年層及び医療職（一）を除
く）
◎平均年間給与引き下げ１５．４万
円（マイナス２．４％）４月遡及
◎一時金０．３５月（期末０．２５月、勤
勉０．１月）の過去最高幅の削
減、年間４．１５月に大幅削減
◎住居手当（持家部分）の廃止
◎非常勤職員の健康診断・休暇
等の改善
◎定年制延長の検討
◎育児休業法の改正
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賃
金
が
減
ら
さ
れ
る
な
ん
て

納
得
い
か
な
い
！
一
時
金
も
、

冬
に
も
っ
と
減
ら
さ
れ
る
な
ん

て
、
ど
う
い
う
こ
と
!?
生
活
は

あ
き
ら
か
に
苦
し
い
。
で
か
け

る
の
は
や
め
た
し
、
食
費
も

削
っ
て
い
る
。
友
達
と
遊
ぶ
の

も
、
ど
こ
に
も
出
か
け
ず
に
家

で
ご
飯
食
べ
る
だ
け
に
な
っ
て

い
る
。
政
府
は
経
済
対
策
で
バ

ラ
ま
き
を
し
て
い
る
け
ど
、
私

た
ち
の
賃
金
を
下
げ
た
ら
、
ぜ

ん
ぜ
ん
プ
ラ
ス
に
な
る
わ
け
な

い
。
余
裕
な
ん
て
ま
っ
た
く
な

い
。（
羽
野
梨
恵
子
さ
ん
・
名

古
屋
市
職
労
）
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先
回
の
夏
季
一
時
金
０
・
２

月
の
凍
結
の
打
撃
も
収
ま
ら
な

い
う
ち
に
、
再
び
の
０
・
３５
月

も
の
一
時
金
削
減
を
勧
告
す
る

の
は
、
公
務
員
叩
き
に
便
乗
す

る
も
の
で
許
せ
ま
せ
ん
。
国
民

の
将
来
へ
の
不
安
や
、
日
々
の

生
活
へ
の
影
響
を
考
え
て
く
だ

さ
い
！
（
北
野
研
吾
さ
ん
・
犬

山
市
職
労
）
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本
当
に
最
悪
の
人
勧
だ
。
人

事
院
に
公
務
員
の
給
料
を
守
ろ

う
と
い
う
気
が
ま
っ
た
く
感
じ

ら
れ
な
い
。
労
働
者
全
体
の
賃

金
引
上
げ
に
よ
る
景
気
回
復
も

難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
住
宅
手

当
廃
止
に
つ
い
て
は
、
国
と
は

事
情
が
違
う
地
方
自
治
体
で

は
、
絶
対
に
廃
止
し
な
い
で
欲

し
い
。（
山
田
章
さ
ん
・
豊
橋

市
職
労
）

組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののの
怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒
りりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
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県本部第１回中央委員会
と き ９月１８日�２：００

～１９日�１２：００
ところ 蒲郡・明山荘
講演「総選挙後の情勢と労働者・国民

のくらし」（仮）
二宮厚美 神戸大学教授



核兵器廃絶核兵器廃絶の
うねりうねりをつくりだそうつくりだそう
核兵器廃絶の
うねりをつくりだそう

優勝 名古屋市役所
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原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
長

崎
大
会
が
、
８
月
７
日
か
ら
９

日
に
か
け
、
長
崎
市
内
で
開
催

さ
れ
、
海
外
と
全
国
か
ら
７
０

０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。

開
会
総
会
で
田
上
長
崎
市
長

が
、「
核
兵
器
廃
絶
の
流
れ
を

作
る
こ
と
は
市
民
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
」
と
詳
解
。
２
日
目
は

１７
の
分
科
会
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
、「
非
核
宣
言
運
動

―
自
治
体
・
市
民
の
共
同
」
分

科
会
で
は
、
平
和
市
長
会
議
に

世
界
３
０
４
７
自
治
体
が
加
盟

し
た
と
報
告
さ
れ
、「
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
へ
の

賛
同
が
全
世
界
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。「
自
治
体
労
働
者
平
和
の

集
い
」
で
は
、
長
崎
県
時
津
町

の
平
瀬
町
長
が
「
時
津
町
核
兵

器
廃
絶
平
和
推
進
の
基
本
に
関

す
る
条
例
」
制
定
に
関
し
て
の

町
長
の
思
い
や
、
小
中
学
校
で

の
平
和
教
育
の
と
り
く
み
な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
総
会
で
は
、
オ
バ
マ
大

統
領
の
「
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
」
の
宣
言
を
受
け
、
す
べ
て

の
政
府
が
核
兵
器
全
面
禁
止
廃

絶
条
約
へ
踏
み
出
す
よ
う
に
求

め
る
呼
び
か
け
を
採
択
し
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
、
核

兵
器
廃
絶
へ
の
う
ね
り
を
作
り

出
そ
う
と
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

核兵器廃絶を願い海外・全国から集まった参加者

愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

は
、
８
月
１１
日
、
本
審
議
会
を

開
催
し
、
愛
知
の
最
低
賃
金
を

７
３
２
円
に
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
７
月
２９
日
に
中

央
最
賃
が
出
し
た
目
安
（
生
活

保
護
と
の
乖
離
が
な
い
３５
県
は

「
０
」）
に
、
１
円
を
上
積
み

し
た
も
の
で
す
。
目
安
を
上
ま

わ
る
「
答
申
」
を
出
し
た
と
は

い
え
、
わ
ず
か
１
円
で
す
。
こ

れ
で
は
改
善
に
も
な
ら
な
い

し
、
引
き
上
げ
た
こ
と
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
愛
労
連
は
今
回
の

愛
知
最
賃
審
議
会
に
よ
る
「
答

申
」
に
対
し
、
８
月
２６
日
に
異

議
申
立
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
間
、
せ
め
て

「
時
給
を
１
０
０
０
円
以
上
」に

と
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
最
低

賃
金
は
生
活
保
障
で
あ
り
、
最

賃
法
が
「
労
働
者
の
生
活
の
安

定
を
図
る
」こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
以
上
、当
然
の
要
求
で
す
。

こ
の
間
全
国
の
仲
間
が
生
計

費
調
査
に
と
り
く
み
、
埼
玉
で

も
岩
手
・
北
上
市
で
も
２５
歳
単

身
者
で
月
額
２３
万
円
・
時
給
換

算
で
１
３
０
０
円
程
度
は
必
要

と
の
試
算
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
非
正
規
労
働
者
は
今
や
全

労
働
者
の
３
分
の
１
を
超
え
、

「
主
た
る
生
計
の
担
い
手
」
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
秋
季
年

末
闘
争
で
、
職
場
か
ら
非
正
規

労
働
者
の
時
給
引
き
上
げ
の
た

た
か
い
、
待
遇
改
善
の
た
た
か

い
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

１１
円
だ
け
?! ８

月
９
日
、
熱
田
球
場
に
て

第
３１
回
県
本
部
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
、
６
チ
ー
ム
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
粘
り
の
ピ
ッ
チ

ン
グ
と
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
た
港
職
労
と
、
攻
守
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
名
古
屋
市
役
所
チ

ー
ム
が
進
出
し
ま
し
た
。
１
回

表
に
港
職
労
が
、
名
古
屋
の
立

ち
上
が
り
を
と
ら
え
、
一
挙
に

５
点
を
先
取
し
ま
し
た
。
名
古

屋
は
２
回
に
１
点
を
か
え
し
、

最
終
回
、
猛
攻
撃
で
４
点
を
返

し
同
点
と
な
り
、
試
合
は
延
長

サ
ド
ン
デ
ス
へ
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
両
チ
ー
ム
と
も
点
数
が

入
ら
ず
、
最
後
は
じ
ゃ
ん
け
ん

で
の
勝
負
で
、
名
古
屋
が
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
チ

ー
ム
も
粘
り
と
相
手
の
ミ
ス
を

チ
ャ
ン
ス
に
し
、
手
に
汗
握
る

好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
名
古
屋
市
役
所
チ

ー
ム
は
、
９
月
１３
日
行
わ
れ
る

東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出

場
し
、
全
国
大
会
を
め
ざ
し
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�

県
本
部
第
３１
回
野
球
大
会

愛
知
の
最
賃

引
き
上
げ

ああななたたのの安安心心をを守守りりまますす
自自治治労労連連共共済済

セセッットト共共済済
（（医医療療・・生生命命））

港
職
労
（
７
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

熊
谷

一
幸

副
執
行
委
員
長

脇
坂

宗
勝

書
記
長

高
木

強

書
記
次
長

梶
田

伸
二

春
日
井
市
職
労
（
７
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

望
月

敦

副
執
行
委
員
長

加
賀

義
之

書
記
長

黒
田

重
喜

財
政
部
長

鬼
頭

慶
一

長
久
手
町
職
労
（
７
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

児
玉

剛

副
執
行
委
員
長

名
久
井
洋
一

〃

川
本

悦
子

書
記
長

粕
谷

庸
介

書
記
次
長

矢
野

正
彦

豊
川
市
職
労
（
８
月
５
日
）

執
行
委
員
長

瀧
川

務

副
執
行
委
員
長

大
井

宗
人

書
記
長

浦
野

芳
正

書
記
次
長

森
下

徹

会
計

塩
野
谷
宣
和

豊
橋
市
職
労
（
８
月
８
日
）

執
行
委
員
長

長
坂

圭
造

副
執
行
委
員
長

村
松

一
成

〃

泊

真
理
子

〃

伊
藤

彰
洋

書
記
長

伊
藤

英
一

書
記
次
長

加
藤

健
治

９
８
６
号
の
答
え
は
「
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
」
で
し
た
。
８１
通

の
応
募
が
あ
り
全
員
が
正
解
で

し
た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
送
り
ま
す
。

亀
山

奈
生（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

秀
高（
名
古
屋
市
職
労
）

小
島

克
己（
名
古
屋
市
職
労
）

中
山

良
子（
豊
橋
市
職
労
）

宇
野

俊
樹（
豊
橋
市
職
労
）

河
合

俊
夫（
豊
橋
市
職
労
）

伊
藤

陽
一（
瀬
戸
市
職
労
）

鈴
木
の
り
子（
学
事
労
）

近
藤

淳
子（
長
久
手
町
職
労
）

羽
田

春
美（
犬
山
市
職
労
）

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

優勝した名古屋市役所チーム

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

９
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者

���


